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消防団春季点検

火
災
の
絶
滅
を
期
す

功
労
者
な
ど
表
彰

国
見
町
消
防
団

愃
例
の
春
季
点

検
は
、
若
葉
か

お
る
憲
法
記
念

日
の
五
月
三
日

、
藤
田

小
学
校

で
盛
大
に
行
わ

れ
た
。

ま
ず
午
前
九
時

よ
り
藤
田
大
通

り
で
閲

団
式
。

つ
い
で
校
庭
で

通
常
点
検
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ

操
法
、
分
列
行

進
な

ど
き
び
き
び

と
実
施
さ
れ
、
次

に
町
長
の
講
評

、
団
長
の
訓
示
、
来
賓
の
祝
辞
、

表
彰
状
の
伝
達
、
授
与
、
感
謝
状

の
贈
呈
、
受
賞
者

の
答
辞
、
新
任

佐

久
間
助
役
の
閉
式
の
辞
な
ど
あ

り
、
次
い
で
新
し
く
購
入
さ
れ
た

可
搬
式

ガ
ソ
ｙ

ソ
ポ
ソ
プ
の
披
露

水
勢
試
験
が
あ
っ
て
終
了
し
た
。

筒
公
民
舘
で
は
こ
の
模
様
を
ハ

ミ

リ
陜
画
に
お
さ
め
た
の
で
近
く
各

部
落

を
巡
回
、
披
露
す
る
予
定
で

あ
る
。

受
賞

者
並
に
感
謝
状
贈
呈
者
次
の

通
り

。

○
表
彰
状
伝
達

県
知
事
表
彰
永
年
勤
続

第
三
分
団
副
分
団
長
高
橋
勇
記

県
消
防
協
会
長
表
彰

第
一
一
分
団
第
三
部

第
一
分
団
長
　

菅
野
　

哭
郎

第
五
分
団
長
　

阿
部
　

富
衛

第
三
分
団
部
長
　

吉
田
光

助

第
四
分
団
部
長
　

鈴
木

政
治

伊
達
支
部
長
表
彰

第
三
分
団
副
部
長
高
梨
正
広

第
五
分
団
副
部
長
斎
藤
　

清

精
勤
章

第
一
一
分
団
副

部
長
佐
藤
　

哭

第
四
分
団
副
部
長
鈴
木
幸
雄

第
一
分
団
班
長
　

鴨
田
忠
二

第
二
分
団
班
長
　

阿
部
重
男

第
五
分
団
班
長
　

武
田
貞
雄

第
一
分
団
団
員
　

佐
藤
俊
雄

第
三
分
団
団
員
　

津
田

吉
治

第
三
分
団
団
員
実
沢
三
之
助

第
五
分
団
団
員
　

村
上
誠
一

〇

感
謝
状
伝
達

前

第
一
分
団
長
　

斎
藤
一
郎

○
団
長
表
彰

第
一
分
団

第
一
部
黒
田
芳
雄

第
二
部
山
田
豊
吉

第
二
分
団
第
一
部
小
紫
　

臾

第
二
部
後
藤
忠
蔵

第
三
部
羽
根
善
五

第
三
分
団
第
一
部
吉
田
平
次
郎

第
二
部
村
上
次
男

第
三
部
寺
島
　

勇

第
四
分
団
第
一
部
玉
手
繁
雄

第
二
部
斎
藤
政
治

第
苙
勞
団

第
一
部
高
橋
隆
雄

第
二
部
遠
藤
昭
孝

第
三
部
松
浦
周
吉

○
一
般
消
防
協
力
者
及
団
体
表
彰

石
母
田
吉
田
芳
信

大
町
韵
警
団

小
坂
少
年
防
火
班

川

内
子
供
会

大
木
戸
部
落
少
年
火
防
団

就

任

の

挨

拶

国
見
町
助
役
　
佐
久
間
　
　

栄

私
、
こ
の
た
び
は
か
ら
ず
も

当
町

の
助
役
に
任

命
さ
れ
、
皆

様
の
公
僕
と
し
て
働

か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
職
員

と
し
て
二
十
余
年
間
、

大
過

な
く
嗔
責
を
全
う
し
得
ま

し
た
こ
と
は
、
郷
党
の
皆
様
の

ご
支
援
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
村
行
政
が
圸
方
自
治
の
基
盤

で
あ
っ
て
、
そ

の
消
長
が
延
い

て
は
国
政
の
進
展
に
影

響
を
お

よ
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思

う
と
き
、
所
拿
す
る
仕
事
の
重

要
さ
を
今
更
痛
感
す
る
も

の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
十
三
年
、
そ
の
間
木
町

に

お
い
て
は
自
治
組
織
の
適
正
化

の
た
め
理
想
的
な
町
村
合
併
が

完
成
さ
れ
、
幾
多
の
障
害
を
克

服
し
、
民
主
的
な
自
治
確
立
に

或
は
町
民
の
福
祉
の
た
め
に
積

極
的
な
足
跡
を
示
し
つ
つ
、
着

実
に
進
展
の
一
途
を
た
ど
り
っ

っ
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶

に
た
え
ま
せ
ん
。
町
村
行
政
の

理
想
は
、
今
更
申
上
げ
る
ま
で

も

な
く
地
域
の
人
人
の
福
祉
か

増
進
し
、
あ
か
る
く
住
み

よ
い

社
会
を
建
設
す

る
こ
と
で

あ
ろ

う

と
思
い
ま
す
。
当
町
に
お
け

る
前
途
に
は
、
行
財
政
の
面
に

お
い
て
幾
多
の
困
難
が
横
た
わ

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
一
歩
一
歩
こ
の
理
想
に
向

か
つ
て
努
力
を
つ

づ
け
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
、
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
過
去

の
経

験
を
生
か
し
、
微
力
な
が
ら
町

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添

う
よ

う
決
意
を
新
た
に
す
る
も

の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
と
ご
鞭
捷
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

腕用ポンプでいっし さきがけ″
…大 町 南 自 警 団 の 横 顔…

大
町
南
部
落
は
常
に
風

上
の
位
置

に
お
り
、
一
朝
火
災
が
発
生
す
れ

ば
、
藤
田
全
町

に
延
焼
す
る
こ
と

必
定
に
し
て
、・
こ
れ
を
未
然
に
防

ぎ
、
且
つ
不
幸
に
し
て
出
火
し
た

場
合
は
こ
れ
を
最
少
限
度
に
防
止

す
る
の
必
要
あ
り
と
、
今
か
ら
十

一
年
前
の
昭
和
二
十
四
年
五
月
、

部
落
の
長
老
武
田
彦
吉
氏
を
は
じ

め
、
故
木
田
末
松
、
小
西
長
三
郎
、

大
勝
藤
繁
、菊
地
勝
、
小
西
正
吉
、

木
開
平
兵
衛
の
各
氏
等
相
計
り
、

自
警
団

の
結
成
を
提
唱
し
た
。
当

時
廃
品
同
様
に
放
置
さ
れ
て
い
た

旧
式
腕
用

ポ
ビ
プ
を
改
修
し
、
こ

れ
を
唯
一
の
手
が
か
り

と
し
て
大

町
南
自
警
団
が
結
成
さ
れ
た
。
そ

の
後
諸
経
費
は
一
切
他

に
求
む
る

こ
£

な
く
、
行
商
、
映
画
会
等
に

よ
る
利

益
金
や
団
員
の
血
の
出
る

よ
う
な
醵
出

金
で
ま
か
な
い
、
常

時
の
警
火
防
犯
活
動
に
努
め
、
町

消
防
団

の
他
町
村
火
災
へ
の
出
動

後
の
留
守
警
戒
の
役
目
を
引
受
け

ま
た
風
水
害
な
ど
に
も
出
動
し
て

警
備

に
当

る
な
ど
、
ほ
ん
と
う
に

民
間
協
力
者
と
し
て
の
範
を
示
し

て
い
る
。
特
に
そ

の
軽
快
な
機
動

力
を
発
揮
し
て
、
い
つ
の
火
災
に

も
い
の
一
番
に
か
け
つ
け
、
文
字

通
り
の
初
期
防
火

に
当
り
、
常
に

町
民
に
感
謝
さ
れ
て
廴
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
団
長

八
巻
正
雄
氏
は
次

の
よ
う
に
語
つ
。て
い
る
。

「
わ
が
自
警
団
は
決
し
て
第
一

線
の
戦
斗
部
隊
で
は
な
く
あ
く

ま
で
も
銃
後
の
守
り
を
引
受
け

る
留
守
隊
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
町
消
防
団
を
無
視
す

る
よ
う

な
出

し
ゃ
ば
り
的
な
行
動
は
厳

に
っ
っ
し
み
、
、
縁
の
下
の
力
持

的
役
割
を
自
覚
し
、
町
消
防
団

の
女
房

役
と
し
て
団
員
一
同
誓

い
あ
っ
て
い
ま
す
」

尚
こ
の
自
髻
団
で
は
こ
れ
ま
で
も

昭
和
二
十
八
年
四
月
と
三
十
三
年

四
月
の
二
回
県
消
防
協
会
伊
達
支

部
長
よ
り
表
彰
を
う
け
て
い
る
。

団
員
名
次

の
通
り

団
長
　
　
　

八
巻
正
雄

副
団
長`
　
　

根
本
政
治

第
一
班

班
長
山
崎
清
次

副
班
長
木
田
末
治

阿
曾
　

茂
　

野
村
義
吉

本
開
平

明
　

和
泉
春
吉

‘後
藤
良
夫
　

富
田
孝
輔

菅
野
義
一

第
二
班
班
長
後
藤
松
雄

副
班
長
八
巻
惣
一

古
川
忠
一
　

山
口
理
夫

小
西
常
夫
　

渡
辺
勝
助

佐
藤
一
郎
　

村
山
友
司

第
三
班
班
長
後
藤
洽
平

副
班
長
菊
地
　

清

石
井
　

安
　

由
井
順
郎

高
橋
　

昇
　

中
村
昭
次
郎

舟
山
忠
利
　

古
川

清
重

顧
問
大
勝
藤
繁
　

菊
地
　

勝

ふ
西
正
吉
　

小
西
長
三
郎

由
井
寛
三

【
写
真
】
記
念
撮
影

今
年
は
統
計
の
当
り
年

昭
和
三
十
五
年
度

は
、
三
十
年
に

一
度
の
統
計
の
当
り
年
と
も

い
わ

れ
、
十
年
毎
に
行
な
う
大
規
模
な

国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

重
要
な
統
計
調
査
を
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
統
計

は
、

世
の
中
の
あ
り
さ
ま
、
ほ
ん
と
う

の
す
が
た
、
う
ご
き
を
つ
か
ん
で

適
正
な
施
策
を
立
て
る
基
と
す
る

も
の
で
、
こ
れ
が
正
し
く
行
わ
れ

る
か
と
５

か
に
よ
っ
て
国

や
県
の

考
え
や
や
り
方
も
変
わ
る
の
で
、

最
も
信
用
で
き

る
結
果
が
生
ま
れ

る
よ
う
、
町
民
各
位
の
協
力
を
望

ん
で
い
る
。
尚
今
年
行
な
わ
れ
る

各
種
統
計
調
査
は
次
の
通
り
で
あ

る
Ｏ

記

一
、
一
九
六
〇
年
世
界
員
林
業

セ

ソ
サ
ス
（
調
査
済
）
の
集
計

二
、
厚

生
行
政
基
礎
調
査
（
四
月

十
五
日
厚
生
省
）
森
江
野
第
三

部
落
が
抽
出
調
査

三
、
商
業
統
計
調
査
「

六
月
一
日

通
産
省
」
二
年
毎
に
行
な
う

四
、
事
業
統
計
調
査
（

六
月
一
日

総
理
府
統
計
局
）
三
年
毎
に
行

な
う

五
、
国
勢
調
査
（

十
月
一
日
総
理

府
統
計
局
）
十
年
毎
に
行
う
大

規
模
な
調
査

六
、
工
業
統
計
調
査
（
十
二
月
三

十
一

日
通
産
省
）
毎
年
行
な
５

七
、
福
島
県
農
業
基
本
調
査
（
二

月
一
日
福
島
県
）

議 会 だ よ り

四

月臨
時

町
誦

会

助
役
選
任

に
同

意
を
求
め
る
件

な
ど
審
議

四
月
十
八
日
国
見

町

議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
会

期
一
日
、
議
案
次
の
通
り

日
程
第
一
　

助
役
選
任

に
同
意

を
求
め
る
の
件

福
島
市
春
日
町
八
〇
佐
久
間

栄
氏
（

五
十
四
才
）
同
意
さ

れ
た

日
程
第
二
　

専
決
処
分
に
つ
き

承
認

を
求
め
る
の
件

国
民
健
康
保
険
条
例
中
の
制

限
給
付
事
項
で
あ
っ
た
寝
具

設
備

に
対
し
て
も
給
付
す

る

た
め
の
改
正
で
原
案
通
り
可

決
一

日
程
第
三
　

国
見
町
課
設
置
条

例
の
一
部
改
正

の
件

綜
合
開
発
調
査
室
を
廃
止
す

る
た
め
の
一
部
改
正
で
原
案

通
り
可
決

時
間
勵
行
な
ど
申
合
せ
る

国
見
町
部
落
会
長
会
総
会

国

見

町

運

営

の

第

一

線

に

は

た

ら

く

部

落

会

長

の

本

年

度

総

会

は

、

本

月

七

日

午

後

一

時

よ

り

役

場

会

議

室

で

開

か

れ

た

。

ま

ず

会

長

、

町

長

の

挨

拶

の

後

役

員

改

選

に

う

っ

る

。

役

員

は

、

前

例

に

よ

っ

て

各

圸

三

名

（

藤

田

は

四

名

）

の

評

議

員

に

ょ

っ

て

選

考

さ

れ

、

会

長

に

佐

藤

豊

吉
（

’泉

田

中

ゝ
副

会

長

に

大

勝

藤

繁
（

大

町

南

）
会

計

に

遠

藤

喜

平
（

山

根

）
の

各

氏

決

定

、

新

役

員

の

挨

拶

の

後

議

事

に

入

る

。

特

に

、

お

互

に

忙

が

し

い

か

ら

だ

で

あ

る

か

ら

時

間

を

確

守

す

る

こ

と

を
申
合
せ
、
本
会

の
会
合
は
も
ち

ろ
ん
、
部
落
な
ど
の
会
合
に
も
卒

先
実
行
す

る
こ
と
を
確
約
し
た
の

は
近
頃
の
大
傑
作
で
、
本
町
の
新

生
活
運
動

に
一
大
新
凪
を
吹
き
こ

む
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ

る
。

元
来
、
部
落
会
長
は
、
法
的
な
う

ら
づ
け
こ
そ
少
な
い
が
、
町
行
政

の
補
助
役
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
熬

の
連
絡
執
行
に
当
る
と
共

に
、
部

落
民
を
指
導
し
且
つ
そ
の
意
向
か

代
表
し
、
ま
た
各
種
団
体
の
連
絡

調
整
を
図
る
な
ど
、
地
域
社
会
の

総
ま

と
め
役
と
し
て
す
こ
ぶ
る
重

要
な
使
命
を
も
っ
、
い
わ
ぱ
部
落

内
に
お
け
る
立
法
、
行
政
の
最
高

責
任
者
で
あ
り
、
実
力

者
で
あ
る
。

従
っ
て
社
会
教
育
に
つ
い
て
も
、

そ
の
企
画
運
営
の
鍵

を
に
ぎ
る
一

大
教
育
実
際
家
と
し
て
そ
の
地
位

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

当

日

時

間

励

行

上

特

に

要

望

さ

れ

た

こ

と

は

Ｉ

、

開

会

は

無

理

の

な

い

時

刻

を

考

え

る

こ

と

、

た

と

え

ば

、

午

後

の

会

合

の

場

合

、

夏

な

ら

ば

三

時

、

冬

な

ら

二

時

に

す

る

と

い

う

よ

う

に

。

２

、

司

会

者

は

出

席

の

多

少

・

に

か

か

わ

ら

ず

、

定

刻

に

開

会

し

、

閉

会

す

る

。

遅

参

者

に

は

閉

会

後

説

明

す

る

Ｏ

３
匸

遡
知

沓
に
は
開
会
時
刻
と
共

に
閉
会
時
刻
も
明
記
し
、
こ
れ

を
実
行
す

る
。

４

、
出
席
簿
を
作
り
、
時
間
を
励

行
し
た
か
否
か
を
は
つ
き
り
記

録
し
て

お
く
。
（
定
時
励
行
者

は
○
、
不
励
行
者
は
△
、
無
断

欠
席
者
は
×
、
届
出
欠
席
者
は

口
な
ど
）

５

、
根
気
負
け
し
な
い
で
実
行
す

る
こ
と
Ｏ

部
落
会
一
覧

部
落
会
名

世
帯
数

部
落
会
長
名

大
町
南
　
　

八
〇
　

大
勝
　

藤
繁

大
町
北
　
　

八
七
　

稲
村
彦
三
郎

冰
　

町
　
　

八
八

．
佐
藤
　

徳
一

駅
　

前
　
　

八
四
　

谷
津
　

藤
治

銷
　

町
　
　

七
八
　

秦
　

作

蔵

宮
町
北
　

一
〇
八
　

奥
山
福
太
郎

宮
町
南
　
　

九
四
　

倉
田
　

真
吾

町
　

東
　
　

四
〇
　

武
田
　

徳
治

鶉
　

町
　
　

一
六
　

中
野
　

忠
治

石
母
田
東

二
七

阿
部

重
一

石
母
田
表
　

二
二
　

佐
藤
　

久
造

石
母
田
北
　

二
八
　

宍
戸
　

巳
吉

石
毋
田
西
　

三
三
　

斎
藤
邦
重
郎

石
母
田
原
　

四
三
　

菊
地
　

正
男

山
崎
北
　
　

六
七
　

吉
田
　

五
郎

山
崎
南
　
　

六
八
　

吉
田
　

幸
平

小
計
　

九
五
〇
　
　

一
六

板
　

橋
　
　

五
五
　

野
村
　

正
治

前
　

田
　
　

四
〇
　

安
藤
　

仙
助

太
田
川
　
　

四
四
　

佐
藤
桂
次
郎

小

坂
　
　

五
九
　

鈴
木

‘貞
助

鳥
　

取
　
　

五
四
　

遠
藤
　

正
一

内
谷
西
　
　

三
〇
　

菅
野
　

冨
蔵

内
谷
東
　
　

五
〇
　

菅
野
　

正
明

泉
田
上
　
　

三
七
　

佐

藤
　

栄

泉
田
中
　
　

五
〇
　

佐
藤
　

豊
吉

泉
田
下
　
　

三
六
　

紺
野
　

忠
蔵

小
計
　

四
五
五
　
　

一
〇

第
　

一
　
　

六
一
　

谷
津
　

兵
吉

第
　

二
　
　

三
六
　

佐
久
間
理
吉

第
　

三
　
　

四
〇
武
田
新
右
工
門

第
　

四
　
　

四
三
　

吉
田
　

嘉
蔵

第
　

五
　
　

二
三
　

佐
藤
亀
太
郎

第
　

六
　
　

三
九
　

引
地
　

芳
男

第
　

七
　
　

三
〇
　

佐
野
甚
兵
工

第
　

八
　
　

四
〇
　

佐

野
　

謙

第
　

九
　
　

五
八
　

徳
江
　

喜
一

第
一
〇
　
　

二
二
　

菊
地
　

亀
七

第
一
一
　
　

ニ

ー
　
高
橋

勇
記

第
コ

一
　
　
五
一
　

佐
久
間
正
寛

小
計
　

四
五
四
　
　

一
二

貝
　

田
　

一
二
二
　

斎
潁
　

与
市

光
明
寺
　
　

六
九
　

佐
野
　

久
吉

高
　

城
　
　

五
九
　

佐

藤
　

一

大
木
戸
　
　

六
九
　

松
浦
繁
一
郎

山
　

根
　
　
・五
六
　

遠
藤
　

喜
平

小
計
　

三
七
五
　
　
　

五

原
　

町
　
　

二
八
　

小
林
　

次
男

築
　

舘
　
　

一
五
　

松
浦
　

善
蔵

川
　

内
　
　

七
〇
　

岩
城
　

健
治

並
　

柳
　
　

二
五
　

吉
見
　

文
弥

中
　

部
　
　

三
五
　

玉
手
　

金
治

北
　

部
　
　

一
九
　

佐
藤
　

平
治

小
計
　

一
九
二
　
　
　

六

総
計
二
四
二
六
　
　

四
九

○

健

康

第

一
…
…
…
農

繁

期

の

健

康

管

理
（
栄

養

と

衛

生
）
に

つ

と

め

ま

し

よ

ニ
ノ



千
万
も
の
に
を

ど

弓
ノ
見

る

か
？
・

親
と
子
が
つ
れ
だ
つ
て
た
の
し

く
遊
ぶ
日
が
子
ど
も
の
日
、
こ
れ

が
家
庭

の
「
子
ど
も
の
日
」
氈
で

あ
り
、
「
せ
め
て
子

と
も
の
日
ぐ

ら
い
は
子

ど
も
と
い
つ
し
よ
に
遊

ん
で
や
り

た
い
」
と
い
う
の
が
、

世
の
多
く
の
忙
し
い
毋

の
悲
願
で

さ
え
あ
る
。

し
か
し
世
の
中
に
は
、
子

ど
も

の
日
な
ど
ど
こ
吹
く
風

か
と
い
う

向
き
も
あ
る
。
五
月
五
日
は
学
校

が
休
み
だ
か
ら
と
子
ど
も

に
る
す

い
を
さ
せ
て
温
泉
行
ざ
を
く
わ
だ

て
た
婦
人
会
、か
お
る
か
ぎ
り
、
「

母
の
日
」
に
衛
・
侑
掃
除

を
さ
せ
ら

れ
て
も
文
句
は
い
え
な
い
。

も

尨
ろ
人

一
孑
と
奄
巴
日
」
日

子
ど
も
を
遊
ば
せ
、
子
と
も
と
い

っ

し
よ
に
遊
ぶ
だ
け
の
も
の
で

は

な
い
。
わ
れ
わ
れ
お
と
な
が
、
子

ど
も
に
つ
い
て
考
え
、
芋

ど
も
の

福
祉
増
進
の
方
法
を
研
究
し
、
企

画
を
立
て
る
こ
と
を
こ
の
日
か
ら

始
め
る
こ
と
に
し
た
ら

ど
う
か
。

子
と
も
の
問
題
と
い
う
と
、
た
ち

ま
ち
非
行
少
年
が
出
て
く

る
、
い

か
に
し
て
少
年
少
女
の
不
良
化
を

防
止
す
る
か
と
い
う
よ
り
他

に
青

少
年
問
題
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る

ほ
ど
で
あ
る
。

わ
る
く
た
っ
て
い
な
い
、
普
通

の
子

ど
も
だ
も
の
こ
と
を
も
っ
と

考
え
て

よ
い
筈
で
あ
る
。

と
こ

ろ
で
、
わ
が
国
見
町
の
実

態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ち
よ
っ

と
ダ
イ
ヤ
ル
を
廻
し
て
み
よ
う
。

○
母
子
寮
で
は

母
子

ピ
ク
ニ
ッ

ク

青
年
研
修
所
で
ゆ
っ

く
り
℡
泉
気
分

藤
田
母
子
寮
に
は
現
在
二
十
の

母
子
世
帯
が
入
っ
て
お
り
、
三
十

余
名

の
こ
ど
も
を
か
か
え
て
生
活

恚
闘
っ
て
い
る
。
平

常
は
日
中
ほ

と
ん
ど
頸
子
は
な
れ
Ａ
＼
の
く
ら

し
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
せ
め
て

年
に
一
度
の「
子
ど
も
の
日
」
だ
け

も
と
、
毋
子

づ
れ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
し
た
。
場
所
は
青
年
研
修
所
、

風

呂
を
わ
か
し
て
温
晟
気
分
に
ひ

た
り
、
手
作
り
の
お
で
ん
や
か
し

お
も
ち
に
舌
っ
づ
み
を
う
ち
、
公

民
舘
の
映
画
な
ど
で
一
日
を
楽
し

く
く
ら
し
て
帰
っ
た
。
最
低
の
経

費
で
錏
上
の
こ
ど
も
の
日
で
あ
っ

た
と
み
ん
な
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

○
大
町
南
で
は

こ
ど
も
招
待

大
町
南
青
少
年
補
導
委
員
会

－

委
員
九
名
）
で
は
七
十
四
名
の
小

中
学
生
め
い
め
い
に
招
待
状
を
出

し
、
青
年
研
修
所
で
映
画
会
を
や

り
（
母
子
寮
と
合
流
）
あ
や
め
だ
ん

ご
や
ジ
ュ
ー
ス
の
接
待
を
し
た
。

こ
の
経
費
は
部
落
会
の
助
成
金
と

補
導
委
員
の
寄
附
で
あ
り
、
補
眉

委
員
は
総
出

で
こ
ど
も
の
接
待
に

当
っ
た
。

Ｏ

水
門

、
荒

沢（

山

畸
）

で

は
親

子
映

画

会

こ
ど
も
た
ら
が
毎
晩
夜
警
を
や

っ
て
く
れ
た
慰
労

を
か
れ
、
午
後

七
時
か
ら
高
橋
さ
だ
み
さ
ん
宅
で

親
子
陝
画
会
を
す

る
。
親
子
そ
ろ

っ
て
あ
や
め
だ
ん
ご
や
キ
ャ
ラ
メ

ル
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
黄

金
の

り
ん
ご
」
　「
五
ひ
き
の
子
ざ
る
」

「
野
口
英
世
の
少

年
時
代
」

な
ど

を
み
て
大
よ
ろ
こ
び
。
宵
こ
の
経

費
は
部
落
内
二
十
四
戸
の
会

費
に

よ
る
も
の
。

○
小
坂
、
大
木
戸
校
で

は
四
日
に
小
運
動
会

小
坂
小
学
校
で
は
高
学
年
球
技

低
学
年
小
遠
足
を
実
施
す
る
。

大
木
戸
小
学
校
で
は
高
学
年
は

新
居

道
で
持
久
走
大
会
、
低
学
年

は
球
技
大
会
を
実
施
。

〔

写
真
〕
小
坂
の
球
技

回
商
工
会
で
は

相
撲
や
剣
道
大
会

商
工
会
で
は
こ
と
し
は
じ
め
て

農
業
市
を
闘
い
た
が
、
そ
の
行
事

の
一
つ
と
し
て
少
年
相
撲
と
少
年

剣
道
の
大
会
を
実
施
し
た
。

人
生
学
校

「

デ
ク

ノ
坊

」
の
私
記

春

日

仏

幸

宮
沢
賢
治
は
デ
ク
ノ
坊
と
い

わ
れ
て
亀
い
っ
も
し
ず
か
に
わ

ら
っ
て
い
た
人
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
な
が
ら
も
「
オ

レ

（

エ
ラ
イ
ソ
ダ
ソ
）

と
い
ば
っ

て
い
る
人

々
と
は
く

ら
べ
も
の

に
な
ら
な
い
大
き

な
仕
事
を
し

今
で
も
人
の
世
の
中

に
明
る
い

光
を
送
っ
て
し
ま
す

。

こ

の
崇
高
な
賢
治

の
人
が
ら

を
し
ん
み
り
と
回
想
す
る
た
め

に
「
雨
・匸
ｔ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
を

わ
ざ
と
文
語
に
か
い
て
み
ま
し

た
。④

雨

ニ
モ

マ
ケ
ズ

（
文
語
旧
か
な
）

雨
風

の
　

中
も
も

の
か
は

つ
も

る
雪
、
夏

の
暑
さ
に

官
け
ず
し
て
生
く

る
兪
の

強
き
を
ぞ
　

も
ち
て
あ
り
た
き

む
さ
ぼ
り
も
い
が
り
も
忘
れ

愚
痴
ゆ
ゑ
の
迷
ひ
を
の
そ
き

春
風
の
　

わ
た
る
が
ご
と
き

ほ
ほ
ゑ
み
を
い
つ
亀
お
も
て
に

わ

づ
か
な
る
か
て
に
生
く
と
屯

い
’と
な
み
の
力
　

足
り

な
ば

お
の
が
身
の
こ
と
は
お
も
は
で

も
ろ
人
の
　

友
に
て
あ
ら
む

広
野
原
　

松
の
こ
か
げ
の

か
や
ぶ
き
の
小
屋
に
す
み
つ
つ

雨
つ
ゆ
を
　

し
の
ぐ
ば
か
り
ぞ

何
か
せ
む
　

高
き
い
ら
か
は

東
に
は
　

病
む
子
を
み
と
り

南
に
は
　

老
い
を
い
た
は
り

な
べ
て
世
の
弱
き
を
た
す
け

争
は
　

や
め
よ
と
い
さ
め

田
畑
う
つ
　

人
の
身
お
亀
ひ

ひ
で
り
に
は
涙
を
な
が
し

夏
さ
む
き
　

日
の
あ
ぜ
み
ち
を

お
ろ
お
ろ
と
め
ぐ
り
あ
り
け
ば

路
の
べ
の
　

小
石
に
屯
似
て

富
も
名
も
　

し
ら
ず
あ
り
と
気

平
和
な
る

白

つ
く
る
よ
り

ほ
か
に
わ
が
滌
が
ふ
こ
と
な
し

み

ん
左

の

ね

が

い
で
公

民

舘

泉
田
下
部
落

に
は
、
こ
れ
ま
で
集

会
所

が
な
い
た
め
、
何
か
に
っ
け

て
不
都
合
で
あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど

り
っ

ぱ
な
公

民
舘

が
で
き
て
部
落

民
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て

い
る
。

こ
の
き
っ
か
け
と
な

フ
に
の
は
、

開
墾
適
地
と
し
て
処
分
さ
れ
た
共

有
林
の
代

金
六
〇
万
円

で
、
は
じ

め
は
み
ん
な
で
分
配

し
よ
う
と
い

う
意
見
が
っ
よ
か
っ
た
が
、
だ
ん

だ
ん
話
し
あ
っ
て
い
る
う
ち
に
。

「
先
祖
か
ら
ゆ
ず
ら
れ
た
共
有
財

産
を
個
人
に
分
け
て
し
ま
っ
て
は

相
す
ま
な
い
、
い
ま
、
み
ん
な
が

ほ
し
か
っ
て
い
る
公
民
舘
と
し
て

こ
れ
を
子
孫
に
残
す
の
が
殼
七
賢

明
な
処
分
方
法
で
は
な
い
か
」

と

思
い
な
お
し
、
満
場

匸
苡
で
四
十

二
坪
の
敷
地

に
二
十
一
坪

の
公
民

舘
を
建
て
近
く
落
成
式
を
挙
げ
る

こ
と
に
な
っ

て
い
る
乙

部
落
長
紺
野
忠
蔵
氏
は
完

成
間
近

か
、い
公

民
舘

を
見
廻
わ
し
な
が
ら

次
の
よ
う
に
語
つ

に
。

「
三
十
余
名
の
部
落
民
一
致
し

た
お
か
げ
で
こ
ん
な
り
っ

ぱ
な

公

民
舘

が
で
き
バ
こ
ん
な
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
。
部
落

の
成

人
た
ち
や
百
年
嬋
入
だ
も
の
社

会
教
育
に
七
う
ん
と
活
用
し
よ

う
と

Ｉ
同
張
蝟
っ
て
い
ま
す
」

叉
部
落
婦
人
会
の
里
百

さ
ん
に

「
永
年

の
の
ぞ
み
が
か
な
い
、

こ
れ
で
や
っ
と
人

の
前

に
も
出

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
う

ん
と
勉

強
し
て
、
こ
れ
ま
で
お
く
れ
た

分
を
と
り
か
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
」

【
写
真
】
完
成
近
い
公
民
舘

伊
達
管
内
青

年
研
修
講
座

昨
年
県
教
委
伊
達
出
張
所
、
伊
達

管
内
地
教
委
回
絡
協
議
会
、
伊
達

郡
連
青
三
者
共
催
で
行
わ
れ
た
管

内
青
年
研
修
講
座
は
、二

亨
且
一
月

終
ｊ
し
、
四
月
二
十
三
日
改
め
て

昭
和
三
十
五
年
度
分
か
㈲
餃
さ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
第
二
回
目
の
講

座
が
水

月
十
三
囗
、
当
町
百
年
研

修
所
で
闘

か
れ
、
福
島
市
立
第
三

小
学
校
長
沼
崎
忠
蔵
氏
の
八
生
問

題
「
青
年
と
希
望
」
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
、
午
後

は
陜
画
学
習
が

あ
フ

仟

出
席
者
は
各
平
字
校
の

学
区

単
位
に
男
女
各
一
名

づ
つ
の

七
十
四
名
、
当
町
よ
り
の
愛
江
生

次
の
通
り
、

○
村
本
一
郎
、
高
木
記

代
子
、
高

橋
昭

二

後
藤
喜
美
子
、
吉
田
春

子
、
佐
久
間
利

道
匸

昂
じ
剛
、
谷

津
チ
イ
、
木
村
辰
路
、
○
佐
藤
爾

（
○

は
運
営
委
員
）

「
心
の
睛
着
」
で

…

結

婚

改

善

の

話

合

い
・：

四
月
の
巡
回
映
画
は
、
連
合
婦

人
会

か
ら
熱
烈
な
希
望
も
あ
っ

た
の
で
、
「
北
辰
」「

Ｉ
ル
モ
」

の
二
台
を
つ
か
い
、
技
術
者
を

総
動
員
し
て
全
部
落
に
亘
り
く

ま
な
く
巡
回
す
る
事
に
し
た
。

フ
イ
ル
ム
は

１

、
か
も
と
り
ご
ん
ぺ
え一

巻

２

、
海
を
渡
る
鉄
道
　

二
巻

３

、
一
一
宮
尊
徳
の
少
午
時
代

五
巻

４

、
心
の
晴
着
　
　
　

隰
巻

日
程
は
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま

で
毎
晩
二
会
場
同
時
上
映
で
、

特
に
「
心
の
晴
着
」

に
つ
い
て

結
婚
簡
素
化
と
家
族
計
画
の
話

合
い
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
流

感

に

か

か

っ

た

記

者

は

、

前

半

は

心

な

ら

ず

も

欠

席

し

た

が

、

後

半

は

各

会

場

を

巡

っ

て

町

民

の

声

を

直

接

き

く

こ

と

が

で

き

た

。

結

婚

適

令

期

の

子

女

を

も

っ

親

だ

ち

と

し

て

、

ほ

と

ん

ど

・
　
・
　
　

寸

Ｉ
　
？

み

な

同

じ

袖

み

と

ね

が

い

を

も

っ

て

い

る

こ

と

が

う

か

が

わ

れ

た

。

そ

し

て

こ

れ

ほ

ど

多

数

の

眥
　
Ｉ
　
　

齏
　
一

人

人

が

共

通

し

た

怙

み

と

の

ぞ

み

を

も

っ

て

い

な

が

ら

、

い

っ

ま

で

だ

っ

て

も

こ

れ

を

解

決

で

き

な

い

の

は

な

ぜ

だ

ろ

う

か

。

簪
　
昏
　
Ｉ
　
Ｄ
　
Ｉ
　
Ｑ
　
Ｉ

そ

れ

に

、

「

か

も

と

り

ご

ん

べ

驟
　
　

贊
　
９
　
φ
　
痂

え

」

の

マ

ソ

ガ

が

よ

く

教

え

て

い

る

。

一

羽

一

羽

の

か

も

は

力

が

よ

わ

く

、

毎

日

ご

ん

ぺ

え

に

と
ら
れ
て
し
ま
う
、
し
か
し
、

お
お
ぜ
い
力
を
合
せ
れ
ば
、
ご

ん
べ
え
を
こ
ら
し

め
て
か
も
と

り
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
永
年
の
慣
習
を
改
め
た
り

時
代
の
流
れ
を
く
い
と
め
た
り

す

る
こ
と
は
決
し
て
な
ま
や
さ

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
こ
の
問
題
を
こ
の
ま

ま
に
し
て
は
お
け
な
い
、
す
み

や
か
に
改
善
し
た
い
と
い
う
の

が
み

ん
な
の
ね
が
い
で
あ
る
な

ら
ば
、
み
ん
な
の
力
を
結
蠅
し

て
や
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
か

も
で
さ
え
共
同
の
力
で
自
分
た

ち
の
生
活
を
守
り
、
自
分

だ
も

の
幸
福
を
か
ち
と
っ
て
い
る
。

ま
し
て
万
物
の
長
と
い
わ
れ
る

人
聞
た
ち
が
共
同
で
き
な
い
は

ず
が
な
い
。

（

珠
玉

の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
声

を
本
号
に
の
せ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
紙
面

の
都
合
で
次
号
に
ゆ

ず
り
ま
す
）

高
令
者
に
「
ざ

ぶ
と
ん
」
贈
る

天
皇
誕
生
日
の

隹
き
日
に

森
江
野
嬋
人
会
（
会
長
佐
久
間
い

も
さ
ん
）
で
ぱ
、。
何
よ
り
亀
ま
ず

と
し
よ
り
を
大
切
に
と
い
う
心
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
さ
き
が
け

イヘ

敬
老
会
を
鬪
い
た
。
四
月
二

十
九
日
天
皇
誕
生
日
、
七
十
才
以

上
の
高
令
者
一
一
六
名
（
出
席
者

七
五
名

）
を
招
待
し
、
会
員
の
ま

ご
こ
ろ
こ

め
た
ご
ち
そ
う
や
お
も

し
ろ
い
余
興
で
、
一
日
を
楽
し
く

慰
め
た
。
特
に
こ
の
会
に
錦
上
花

を
添
え
た
も
の
と
し
て
、
八
巻
綿

店
（
徳
江
）
か
ら
八
十
才
以
上
の

高
令
者
に
り
つ
ぱ
な
ざ
ぶ
と
ん
・
が

贈
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

継
続
事
業
と
し
て
一
昨
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
初
年
度
二

〇
入
、
昨
年
は

Ｉ
〇
人
で
、
今
年

は
新
た
に
六
人
と
こ
れ
ま
で
合
計

三
六
人
の
高
令
者
に
贈
ら
れ
た
わ

け
、
同
婦
人
会
で
は
同
店
に
対
し

記
念
品
を
添
え
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

『
写
真
心
は
ざ
ぶ
と
ん
を
贈
ら
九

た
高
令
者
巡

ち

わ
が
子
の
兄
弟
け
ん
か
を

ど
う
召
ば
い
て
い
る
か

修
了
生
も
参
加
す
る
森
江
野
夫
妻
学
級

先
月
九
日
開
講
式
を
行
な
っ
た
森

江
野
夫
妻
学
級
は
級
長
そ
の
他
の

役
員
も
き
ま
り
、
年
間
の
学
習
計

画
も
た
ち
、
今
月
九
日
に
は
早
く

も
第
三
回
を
迎
え
。
「
わ
が
子
の

兄
弟
け
ん
か
を
ど
う
さ
ば
い
て
い

る
か
」
の
開
題
に
つ
い
て
熱
心
に

勉
強
し
た
。
こ
れ
に
は
生
徒
全
夫

妻
の
外
に
第
一

期
修
了
生
か
ら
、

佐
藤
新
七
、
石
川
暢
男
、
佐
藤
直

哉
、
村
上
太
『

鈴
木
彦
衛
の
各

氏
夫
痰
の
参
加
も
あ
っ
た
。

両

生

徒

名

洫

の

通

り

（

｀
　
）

内

は

係

名

宍
戸

安
次
、
芳

子
（
厚

生
）

遠
コ

貞
次
、
ウ

メ
（
会
計
）

吉
田

三
男
、
シ

グ
（
記
録
）

佐
藤

義
正

、
チ

ョ
（
厚
生
）

斎
藤
千
代
太
、
ト
ヨ
ノ（
会
計
）

太
田

久
吉
、
セ
ツ
子（
記

録
）

徳
江
宗
兵
衛

、
ド
ミ
ノ
（
会
計
）

小
野
吉
四
郎
、
悦

子
（

級
長
）

大
波

治
男
、
登

美
（
厚

生
）

村
上

公

月
、
英

子
（
厚

生
）

佐
野

政
治
、
イ

タ
（
記
録

）

村

上

正
義
、
ヒ
サ
ヨ（
会
計
）

実
沢

正
美
、
ト

キ
（
会
計
）

村
上

正
夫
、

ム

メ
（
記
録
）

村
上

幸
吉
、
マ

サ
（
厚
生
）

菊
地
惣
兵
衛
、
サ

ワ

ヘ
厚
生
）

菊
地

金
七
、
昌
子
（
副
級
長
）

菊
地

唯
七
、

＝

ク
（
会
計
）

佐
藤

倉
治
、
セ

イ
（
記
録
）

小
川

恵
見
、
麻

子
（
記
録
）

院
長
杯
争
奪

親
善
野
球
犬
会

う
月
刀一
日

於
県
北
中
学
校

公
立
藤
田
綜
合
病
院
で
は
組
合
三

町
の
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
一
助

と
し
て
、
招
待
チ
ー

ム
に
よ
る
野

球
大
会

を
闘
く
こ
と
に
な
り
、
モ

の
第
一
回
が
本

月
二
十
二
日
、
県

北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

る
。
こ
の
大
会

に
招
待
さ
れ
る
の

は
、
桑
折
。
梁
川
両
町
よ
り
各
一
一

チ
ー
ム
と
地
元
国
見
町
よ
り
四
チ

ー
ム
の
計
ハ
チ
ー

ム
で
、
優
勝
チ

ー
ム
に
は
尺
余
の
大
カ
ッ
プ
に
副

賞
、
準
優
勝
並
に
出
場
各
チ
ー
ム

に
対
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
賞

品
記
念
品
が
則
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
附
こ
の
大
会
に
招

待

さ
れ
る
チ
ー
ム
は
、
技
倆
が
す
ぐ

れ
て
い
る
げ
か
り
で
な
く
、
特

に

社
会
人
と
し
て
の
品
位
か
高
く
、

且
つ
蟆
脆
的
な
勤
労
者

の
グ
ル
ー

ブ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

国
民
体

育
デ
ー

を
め
ぐ
る

○
少
年
相
撲
大
会
　

五
月
五
日
観

月
台
相
撲
場
で
国
見
町
商
工
会

仝
相
役

考
フ
ブ
主
催

○
奉
納
銃
剣
道
大
会
　

五
月
五
日

観
月
台
公
判
で
、
商
工
会

、
剣

友
会
主
催

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　

五
月
八

日
森
江
野
小
校
庭
で
、
同
青
年

団
主
催

○
町
民
野
球
大
会
　

五
月
十
五

日

県
北
中
で

フ
ウ
ソ
ド
で
、
野
球

連
盟
主
催

○
招
待
三
町
親
善
諄
球
大
会
　

五

月
二
十
二
日
県
北
中
で
、
公

立

茴
ｍ
…一
綜
合
病
院
主
催

○
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
　

五

月
十
九
・
二
十
日
、
二
本
松
、

大
滝
根
鍮
乳
洞
、
夏

井
川
渓
谷

湯
本
（
泊
り
）
浜
街
道
、
浪
江

川
俣
、
月
舘
、
保
原

、
藤
田
、

国
見
町

オ
ー
ト
バ
イ
愛
好
会
≠

催
編集後記

⑥

定

休

日

設

定

し

て

早

や

一

年

ま

こ

と

に

好

評

で

す

。

次

は

晨

家

に

も

お

願

い

し

ま

す

。

○

六

月

十

日

は

「

時

」

の

記

念

日

で

す

。

こ

と

し

か

ら

国

甌

時

間

は

定

時

励

行

の

別

名

と

ご

承

知

願

い

ま

す

。

○

青

年

研

修

所

大

繁

昌

で

す

。

ほ

ん

と

に

町

民

の

研

修

所

で

す

。

○

毎

日

を

「

子

ど

も

の

日

」

。

「

母

の

日

」
　
「

と

し

よ

り

の

日

」

と

い

た

し

ま

し

よ

う

。

○

何

十

年

間

無

火

災

の

部

落

を

表

彰

し

て

は

い

か

が

で

す

。

○

舘

報

の

配

布

を

す

み

や

か

に

Ｅ
Ｉ…
…

本

舘

で

は

毎

月

十

四

日

に

部

落

長

さ

ん

に

お

屈

け

し

ま

す
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